
１ 概要 

データやＩＣＴを利活用したまちづくりを推進することで、 人口減少により生じる 

課題解決やデータ利活用型社会の到来に対応した最先端のまちづくりに寄与することを

目的に、東京大学デジタル空間社会連携研究機構※と「データ利活用によるまちづくりの 

推進（「デジタル竹原」推進）に関するパートナーシップ協定」を締結します。 

 また、本協定に基づき、竹原市域におけるデータ活用によるまちづくりを推進するため、

行政、事業者、市民団体等が参画する「デジタル竹原研究会」を設置し、その第１回研究

会を開催します。 

２ 出席者 

(1)  締結式 

   東京大学デジタル空間社会連携研究機構  機構長 関本
せきもと

 義秀
よしひで

様 ほか３名 

竹原市  竹原市長 今
いま

榮
え

 敏彦
としひこ

 ほか２名 

(2) 第１回デジタル竹原研究会 

   今榮市長、関本教授のほか、自治会連合会、商工会議所など各団体の代表者 

   市内外でデジタルを積極的に活用している事業者等 

３ 日時・場所等 

 ⑴ 締結式 

日時 令和６年１１月２１日（木）１３時３０分から 

場所 竹原市役所２階 市長公室 

⑵ 第１回デジタル竹原研究会 

  日時 令和６年１１月２１日（木）１４時３０分から 

  場所 コワーキングスペース「SOLFIL」（竹原市中央３丁目７-１_１階） 

参考（※）：東京大学デジタル空間社会連携研究機構 

時空間ビッグデータに関連する分野横断的な学術研究を実施し、関連分野の研究者が一体となって、リ

アルタイム時空間データ解析・応用の新たな展開を図ると共に、国際的な社会課題の解決を通じて研究成

果を社会に還元するために設置された、関本教授がセンター長を務める空間情報科学研究センターを中心

に学内17部局が参加する組織。 

問い合わせ 

 企画部 企画政策課 担当：吉本    ＴＥＬ0846-22-7729 ＦＡＸ0846-22-0998 

元気と笑顔が織り成す 暮らし誇らし、竹原市。 
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 令和６年１１月１４日 

東京大学デジタル空間社会連携研究機構と
パートナーシップ協定を締結 

（１1/２1(木)_締結式、同日_第１回研究会開催） 
～富山県南砺市、静岡県裾野市に次いで全国で３番目、西日本では初～ 


